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安全性、経済性はもちろん大型化に応えられる貯蔵タンクなどの製造を手掛け

るトーヨーカネツ株式会社。その卓越した技術と実績のもとに、建築事業・物流シ

ステム事業にも進出している。大型設備を取り扱う製造業であるため、プロジェクト

は長期にわたり、事業形態は建設業に近いものがあるという。

そこで選ばれたのが、クレオが提供する企業向け業務パッケージ「ZeeM 会計」

と「ZeeM 固定資産管理」である。ZeeM 会計では、基幹系システムと連携して、主

に帳票出力で活用している。

トーヨーカネツ 管理本部の経理部と総務・人事部の皆様に、詳しい利用状況を

うかがった。

トーヨーカネツ株式会社
基幹系システムと連携し、主に帳票出力にしぼって活用
プラント事業などの長期プロジェクトを支える

企業情報

トーヨーカネツ株式会社

 主な事業

• 各種貯蔵タンクと関連設備などの

トータルエンジニアリングおよび建設

施工

• 共同住宅などの企画・設計・施工

• 物流システム及び情報システムの

企画・設計・制作・施工・販売

■本社所在地

東京都江東区東砂8-19-20

■売上高

298億円 連結 487億円

(2011年3月期)

■グループ企業

8社(海外法人を含む)

■従業員数

245名(連結678名)

■Webサイト

http://www.toyokanetsu.co.jp/

導 入 事 例

 会計パッケージの帳票管理だけを

短期間で導入

 データエントリーは、基幹系システム

で別途構築。そこから会計データを

ZeeMと連携。各種データの管理、管

理帳票の出力として使用

 IFRS対応の事前調査をきっかけに、

固定資産管理を強化

 管理資産数は、約1000件。大半は、

複数資産をひとつにまとめて管理

 ZeeMの機能を使い、資産管理の分

割を進めている

ZeeM会計 ZeeM固定資産管理

掲載内容は、2012年2月現在のものです。

導入システムの特徴

http://www.toyokanetsu.co.jp/
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トーヨーカネツが手掛ける事業は、

石油やLNG(液化天然ガス)を貯蔵す

る大型タンク、物流システム、共同住

宅など比較的大型のプロジェクトが多

い。そのために、ひとつひとつのプロ

ジェクト期間が比較的長く、事業形態

は建設業に近いものになっている。

2007年に基幹系システムの保守期

限が近づき、次期システムの導入の検

討を開始した。しかし、業務要件が膨

らみ過ぎたため、プロジェクトの方針を

転換。すぐに必要となる帳票機能を備

えたZeeM 会計を短期導入した。

総勘定元帳のデータは、基幹系シス

テムで管理されており、ZeeM 会計は、

会計パッケージとして主に帳票出力に

使用している。 会計データの管理は、

長期の案件ごとに工事管理コードと勘

定科目コードで2重管理しており、その

ために独自開発のエントリーシステム

も併用している。

これらのシステムを相互補完させな

がらシステムを活用しているのだ。

 ZeeM 会計の導入経緯  評価ポイントと今後の展開

トーヨーカネツの経理部門では、トー

ヨーカネツ本体とグループ会社で物流

システムの開発・販売を手掛けるトー

ヨーカネツソリューションズの経理業務

を担っている。管理本部 経理部 経理

グループ 米原 岳史 グループマネー

ジャーは、次のように語る。

「当社の経理部門の業務は、資金調

達から税務申告・支払、さらにはそれ

らをまとめた決算まで守備範囲が広く

なっていると思います。経理業務に限

定すれば、会計パッケージの標準機

能で十分なのですが、事業部門に対

して、きちんとしたデータを管理しやす

い形で提供するために、このように基

幹系システムと会計パッケージを連携

させる形態をとっています。」

2012年4月からは、ZeeM 会計を利

用する企業を拡大し、グループ2社で

も使用を開始する。さらに、IFRSにつ

いては状況が不透明だが、対応でき

る状況にしておく必要があり、ZeeMが

活躍する場面は増えていくだろう。遠藤孝幸氏

トーヨーカネツ
管理本部経理部経理グループ
米原岳史グループマネージャー

長谷川努氏

必要となる帳票機能を備えたZeeM 会計を短期導入

ZeeMのマスタ分割機能により、条件の異なる複数の
グループ会社の会計業務に対応
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大型貯蔵タンクの製造・設置を手が

けるトーヨーカネツは、工場などの建

屋のほかに、PC約700台、溶接機70

台というように、多くの固定資産を持っ

ている。管理している資産数は約1000

件だが、大半は、複数資産をひとつに

まとめて管理しているため、全部分け

ると数万件規模になるという。しかし、

IFRS対応の事前調査をきっかけにし

て、固定資産管理を今まで以上にしっ

かり進める必要が出てきた。

そこで、ZeeM 固定資産管理を使用

し、資産管理のほか簿価や償却管理、

未来予測(シミュレーション)などを行っ

ている。管理データは、ZeeMの汎用

帳票出力機能でExcelにより簡単に加

工できるため、事業部門から予算管理

のために固定資産の月次価格を求め

られた場合にも素早く対応できるという。

組織変更やIFRS対応への下地作り

として、管理資産の分割を進めている

ため、ZeeMの資産分割機能を大いに

活用しているという。

 固定資産管理業務の特徴

「ZeeMは、サポートセンターからの回

答が、とても的確ですね。こちらでは、

ZeeMの機能をすべて把握しているわ

けではないのですが、こういう業務でこ

ういうふうにしたいと伝えると、とても分

かりやすい回答が返ってきます。トラブ

ルをおこしたときも、こういうメッセージ

が出ているのだけど、なにが原因かわ

かりますかと聞いたら。それはこういう

原因で、こういう手順で戻って作業し

てください、と、タイムリーで的確なアド

バイスを受けました。」(管理本部 総

務・人事部 総務グループサブリー

ダー 小西 健一氏)

大型案件を多く抱えるトーヨーカネツ

では、償却期間が長期にわたる固定

資産も数多く所有している。設備の経

年変化が進むとともに、予算管理の精

度向上も求められている。そのために、

益々増加する資産管理のシミュレー

ションに、今後は迅速に応えたいとい

う。

 使い勝手とサポートに優れる

トーヨーカネツ
管理本部
総務・人事部総務グループ
寺川理之グループマネージャー

小西健一サブリーダー

管理本部経営管理部
情報システムグループ
横山浩輔グループマネージャー

従来は、業務効率向上のために、複数の固定資産をまとめて
管理していた。今後は、固定資産を個々に管理できるよう、
ＺｅｅＭの固定資産分割機能で個別管理を可能にする。

IFRS対応の下地作りのため、ZeeMの資産分割機能を活用
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